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のご案内「同窓の集い」「同窓の集い」「同窓の集い」
昨
年
、
一
昨
年
と
「
同
窓
の
集
い
」

を
中
止
い
た
し
ま
し
た
が
、
本
年
度
は
十

分
な
感
染
症
対
策
を
行
っ
た
上
で
、
着
席

形
式
で
開
催
さ
せ
て
頂
く
予
定
で
す
。
し

か
し
な
が
ら
、
ま
だ
安
心
で
き
る
状
況
で

は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
の
で
、
く
れ
ぐ
れ
も
ご

無
理
の
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
た
く
、
ご

出
席
者
に
お
か
れ
ま
し
て
は
飲
食
時
以
外

は
マ
ス
ク
の
着
用
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

出
欠
の
可
否
に
つ
き
ま
し
て
は
、
準

備
の
都
合
も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
６
月
４

日
（
土
）
ま
で
に
ご
返
信
（
住
所
、氏
名
、

卒
業
年
度
、期
、電
話
番
号
を
明
記
の
上
）

願
い
ま
す
。
ま
た
ご
欠
席
の
場
合
で
も
、

お
手
数
と
は
存
じ
ま
す
が
、
近
況
等
ご
記

入
の
上
返
信
頂
け
ま
す
と
幸
い
で
す
。

な
お
、
開
催
を
決
定
し
ま
し
た
も
の

の
、
今
後
の
状
況
次
第
で
は
中
止
に
す
る

可
能
性
も
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
の
際
に
は
、

ご
出
席
の
返
事
を
頂
い
た
方
に
は
同
窓
会

幹
事
よ
り
電
話
に
て
ご
連
絡
さ
せ
て
頂
き

ま
す
の
で
、
返
信
ハ
ガ
キ
に
は
必
ず
電
話

番
号
の
記
載
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

同
窓
会
の
運
営
は
、
活
動
面
で
は
役

員
・
幹
事
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
よ

り
、
資
金
面
で
は
皆
様
方
の
賛
助
金
（
寄

付
金
）
に
よ
り
支
え
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

誠
に
恐
縮
で
す
が
会
報「
黎
明
」の
発
行
、

「
同
窓
の
集
い
」
案
内
状
の
発
送
等
、
同

窓
会
の
活
動
・
運
営
の
た
め
に
ご
寄
付
い

た
だ
け
れ
ば
幸
甚
と
存
じ
ま
す
。

◎
一
口　

１
、０
０
０
円
以
上

◎�

郵
便
局
窓
口
で
同
封
の
振
込
用
紙
を
ご

使
用
頂
く
か
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
等
で
次
の
口
座

に
お
振
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

金
融
機
関
名
：
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

�

支
店
名
：
〇
一
九（
ゼ
ロ
イ
チ
キ
ュ
ウ
）

預
金
科
目
：
当
座

口
座
番
号
：
０
５
０
１
０
０
１

�

受
取
人
名
：
関
東
伊
集
院
高
校
同
窓

会
（
カ
ン
ト
ウ
イ
ジ
ュ
ウ
イ
ン
コ
ウ
コ

ウ
ド
ウ
ソ
ウ
カ
イ
）

お
振
込
み
頂
く
際
は
、
お
名
前
の
前

か
後
に
期
の
数
字
を
記
入
頂
け
ま
す
と
幸

い
で
す
。

（
例 

高
校
３
９
期
の
場
合
、「
３
９ 

ク
ボ
マ
サ
カ
ズ
」）

そ
の
他
今
後
の
同
窓
会
の
発
展
・
繁

栄
の
た
め
、
会
員
の
皆
様
の
ご
意
見
・
提

言
等
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
同
窓
会
幹
事
へ
の
若
い
方
の

参
加
も
ぜ
ひ
お
願
い
致
し
ま
す
。
ご
協
力

頂
け
る
方
は
左
記
事
務
局
宛
に
ご
一
報
下

さ
い
。

〒
３
５
６

－

０
０
０
４

　

�

埼
玉
県
ふ
じ
み
野
市
上
福
岡

　

１

－

４

－

１
３

－

１
１
１
３

　

有
村
雅
文
（
幹
事
長
・
高
20
期
）

　

０
４
９
（
２
６
３
）
７
３
４
１

　

同
窓
生
の
皆
さ
ん
へ

　

同
窓
会
運
営
へ
の

　
　
　
　

協
力
の
お
願
い

ご 
挨 
拶
関
東
地
区
同
窓
会
会
長

東
福
　
清
徳（
高
19
期
）

　

令
和
４
年
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、

会
員
の
皆
様
に
は
ご
健
勝
に
て

ご
活
躍
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し

上
げ
ま
す
。

　

さ
て
本
年
度
（
令
和
３
年
）

の
「
同
窓
の
集
い
」
並
び
に
各

種
イ
ベ
ン
ト
は
、
昨
年
度
に
引

き
続
い
て
全
て
中
止
と
い
う
や

む
な
き
に
至
り
ま
し
た
が
、
こ

の
よ
う
な
状
況
に
も
関
わ
ら

ず
、
本
年
度
も
多
く
の
方
か
ら

賛
助
金
を
拠
出
い
た
だ
き
有
難

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
の
浄
財

は
関
東
地
区
同
窓
会
の
活
動
資

金
と
し
て
有
効
に
活
用
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
改
め
て
皆
様

方
の
お
心
遣
い
に
感
謝
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

ご
芳
名
を
本
会
報
に
て
ご
紹
介

（
２
面
）さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

会
報
「
黎
明
」
は
今
号
で
第

34
号
と
な
り
ま
す
が
、
上
記
の

よ
う
に
活
動
実
績
が
殆
ど
な
い

中
で
、
本
年
度
も
紙
面
を
縮
小

し
て
発
行
す
る
こ
と
と
し
ま
し

た
。
特
に
２
面
（
裏
面
）
で
は
、

久
保
広
報
部
長
の
発
案
で
、
久

し
ぶ
り
に
会
員
の
生
の
声
を
お

届
け
し
よ
う
と
、
若
手
会
員
数

名
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
形
式
で
近

況
は
じ
め
公
私
に
わ
た
っ
て
あ

れ
こ
れ
質
問
し
、
面
白
い
話
を

伺
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
と

同
時
に
後
輩
の
活
躍
ぶ
り
を
大

変
頼
も
し
く
誇
り
に
思
う
こ
と

で
し
た
。

　

と
こ
ろ
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ

ル
ス
に
つ
い
て
は
、
昨
年
後
半

か
ら
新
種
の
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
の

出
現
に
よ
り
今
年
に
入
り
第
６

波
が
到
来
、
全
国
規
模
で
の
ま

ん
延
防
止
等
重
点
措
置
の
発
令

等
に
よ
り
、
感
染
者
数
は
一
時

ピ
ー
ク
ア
ウ
ト
し
た
か
に
思
わ

れ
ま
し
た
が
、
こ
こ
に
き
て
一

進
一
退
高
止
ま
り
の
感
は
否
め

ず
、
現
時
点
で
は
い
ま
だ
先
を

全
く
見
通
せ
な
い
状
況
に
あ
り

ま
す
が
、
来
年
度
（
令
和
４
年
）

の
「
同
窓
の
集
い
」
は
、
６
月

18
日
（
土
）
予
定
通
り
行
う
こ

と
と
い
た
し
ま
し
た
。

　

本
件
に
つ
い
て
は
会
場
キ
ャ

ン
セ
ル
期
限
の
４
月
中
旬
ま
で

ギ
リ
ギ
リ
決
行
す
べ
き
か
ど
う

か
迷
い
ま
し
た
が
、
殆
ど
の
方

が
３
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
を

終
え
て
い
る
と
思
わ
れ
る
こ

と
、
世
の
中
が
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
、

敢
え
て
コ
ロ
ナ
に
立
ち
向
か
い

コ
ロ
ナ
を
克
服
し
よ
う
と
す
る

動
き
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
少
し

強
引
か
と
思
い
ま
し
た
が
強
行

す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
あ
る

程
度
の
リ
ス
ク
は
伴
い
ま
す
が
、

会
員
の
皆
様
に
は
事
情
ご
理
解
の

上
一
人
で
も
多
く
の
仲
間
が
元
気

な
姿
で
出
席
い
た
だ
け
る
こ
と
を

心
よ
り
念
じ
て
お
り
ま
す
。

　

最
後
に
会
員
の
皆
様
の
ご
健

康
と
益
々
の
ご
活
躍
を
祈
念
し

ま
し
て
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　

伊
集
院
高
等
学
校
関
東
支
部

同
窓
会
の
皆
様
に
は
、
益
々
御

健
勝
で
御
活
躍
の
こ
と
と
お
喜

び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
日

頃
か
ら
母
校
の
教
育
活
動
に
御

理
解
・
御
協
力
を
い
た
だ
き
、

心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
２
年
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
影
響
で
、
関
東
支
部

を
含
む
支
部
の
方
々
、
そ
し
て
、

８
月
の
同
窓
会
総
会
で
も
あ
い

さ
つ
で
き
ず
残
念
で
す
。
こ
の

場
を
借
り
て
学
校
の
近
況
を
ご

報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

　

去
る
三
月
一
日
に
「
第
七
十
四

回
卒
業
式
」
が
行
わ
れ
２
１
９

名
が
伊
集
院
高
校
を
巣
立
ち
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
の
卒
業
生
に

対
す
る
同
窓
会
の
皆
様
の
御
指

導
・
御
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。
式
辞
の
一
部

を
紹
介
し
ま
す
。

　

感
染
防
止
の
た
め
と
は
い

え
、
生
徒
の
皆
さ
ん
に
は
多
く

の
無
理
な
お
願
い
を
し
て
き
ま

し
た
。
皆
さ
ん
は
そ
れ
に
真
剣

に
向
き
合
い
ま
し
た
。
そ
の
姿

は
、
平
野
歩
夢
選
手
の
静
か
な

闘
志
そ
の
も
の
で
す
。
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
、
振
り
返
る

に
は
ま
だ
早
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
高
校
生
活
の
三
年
間
、
真

正
面
か
ら
ぶ
つ
か
っ
て
き
た
、

卒
業
生
の
皆
さ
ん
に
は
、
こ
の

出
来
事
を
振
り
返
り
、
こ
れ
か

ら
の
糧
に
す
る
資
格
と
責
任
が

あ
り
ま
す
。

　

三
年
後
、
伊
高
は
、
創
立
百

周
年
を
迎
え
ま
す
。
こ
れ
ま
で

い
ろ
い
ろ
な
苦
難
が
あ
っ
た
こ

と
で
し
ょ
う
。
そ
れ
を
多
く
の

先
輩
方
や
保
護
者
、
そ
し
て
地

域
の
方
々
の
懸
命
な
努
力
に
よ

っ
て
乗
り
越
え
て
き
ま
し
た

が
、
皆
さ
ん
の
こ
の
三
年
間
は
、

伊
高
に
新
し
い
価
値
を
加
え
た

と
確
信
し
ま
す
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

現
在
伊
集
院
高
校
は
、
生
徒
・

職
員
約
７
０
０
名
が
、「
７
０
０

色
」
に
輝
く
学
校
を
目
指
し
て

活
動
し
て
い
ま
す
。
鹿
児
島
学

区
に
な
り
10
年
を
過
ぎ
、
日
置

市
、
い
ち
き
串
木
野
市
、
鹿
児

島
市
等
な
ど
通
学
範
囲
は
広
く

な
り
ま
し
た
が
、
こ
の
徳
重
の

地
で
学
び
生
活
す
る
内
に
伊
集

院
高
校
の
生
徒
に
な
っ
て
い
き

ま
す
。
こ
れ
も
伊
集
院
高
校
の

伝
統
の
力
の
お
か
げ
と
感
じ
て

い
ま
す
。

　

今
年
は
、「
素
直
な
生
徒
が
地

域
で
学
ぶ
、
普
通
科
の
進
学
校　

伊
高
へ
行
こ
う
！
」
と
い
う
広

報
誌
を
つ
く
り
ま
し
た
。
そ
の

記
事
を
借
り
て
学
校
の
様
子
を

紹
介
い
た
し
ま
す
。

《
９
月
号
》
2
0
2
1
年
度
上

半
期
伊
高
生
の
活
躍

　

�

◎
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場　

陸

上
競
技　

◎
わ
か
や
ま
総
文

祭
県
代
表　

写
真
部
門　

書

道
部
門　

◎
英
語
弁
論
九
州

大
会
県
代
表　

◎
２
０
２
３

か
ご
し
ま
総
文
ポ
ス
タ
ー
原

画
最
優
秀
賞

《
10
月
号
》

　

�

◎
文
化
祭
開
催
「
舞　

弾
け

ろ
青
春　

繋
げ
ろ
思
い
」

　

◎
新
生
徒
会
始
動

《
11
月
号
》
九
州
へ
、
世
界
へ

羽
ば
た
こ
う　

勉
強
も
、
部
活

動
も

　

�

◎
特
色
あ
る
伊
高
の
授
業　

国
語　

英
語　

世
界
史　

　

�

◎
九
州
大
会
で
活
躍　

弓
道

個
人　

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス　

写

真　

美
術

《
12
月
号
》
１
０
０
周
年
へ

　

�

◎
伊
高
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
の
教
員

か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

�

有
川
賢
一
（
書
道
）　

木
下
奈

津
子
（
保
健
体
育
）　

八
木
伸

児
（
国
語
）

　

�

◎
伊
高
が
育
成
を
目
指
す
資

質
・
能
力　

関
わ
る
力　

見

通
す
力　

や
り
ぬ
く
力　

か

な
え
る
力

《
１
月
号
》

　

�

◎
「
チ
ー
ム
伊
集
院
」
で
実

現
す
る
進
路
指
導

　

�

香
川
大
学　

東
京
海
洋
大
学　

宮
崎
県
警
察

　

◎
１
年
生
が
大
活
躍

　

�

弓
道　

全
国
大
会
ベ
ス
ト
16　

剣
道　

九
州
大
会
県
代
表

　

こ
の
よ
う
に
、
勉
強
、
部
活

御
挨
拶
学
校
長

濵
島
　
幸
治

い
っ
こ
う
に
収
ま
る
気
配
の

な
い
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の

感
染
状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、

伊
集
院
高
等
学
校
関
東
地
区
同

窓
会
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
御
健
勝
に
て
御
活
躍
の
こ

と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
日
頃
よ
り
本
会
の
活
動
、

運
営
に
関
し
ま
し
て
、
御
指
導
、

御
協
力
を
賜
り
心
よ
り
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
そ
し
て
一
昨
年
と
続
け

て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感

染
拡
大
の
影
響
で
、
同
窓
会
総

会
を
中
止
す
る
こ
と
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
卒
業
生
が
世

代
を
超
え
て
結
び
つ
き
を
深
め

る
貴
重
な
機
会
を
楽
し
み
に
さ

れ
て
い
た
皆
様
に
は
、
大
変
申

し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
、
令
和
４
年
度
の
同
窓

会
総
会
は
、
３
年
後
に
創
立

1
0
0
周
年
を
控
え
て
、
是
非

開
催
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
感
染

対
策
を
万
全
に
し
て
、
皆
様
が

安
心
し
て
参
加
で
き
る
同
窓
会

総
会
に
な
る
よ
う
準
備
を
始
め

て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
度
は
創
立 

1
0
0
周
年
記
念
実
行
委
員
会

を
発
足
さ
せ
、
記
念
事
業
等
に

つ
い
て
の
話
し
合
い
を
始
め
ま

し
た
。
同
窓
会
活
動
の
充
実
と

相
互
の
連
携
や
交
流
を
は
か
る

こ
と
で
、
記
念
す
べ
き 

1
0
0

周
年
記
念
事
業
を
成
功
に
導
け

る
よ
う
尽
力
し
て
ま
い
り
ま
す

の
で
、
ご
助
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

さ
て
、
卒
業
式
を
翌
日
に
控

え
た
２
月
28
日
に
は
、
母
校
に

お
い
て
同
窓
会
入
会
式
を
開
催

ご
あ
い
さ
つ
伊
集
院
高
等
学
校

同
窓
会
会
長

宮
路
　
高
光（
高
21
期
）

し
ま
し
た
。
第
74
期
生
、
2
1
9

名
の
皆
さ
ん
の
入
会
を
心
よ
り

歓
迎
し
、
同
窓
会
よ
り
卒
業
証

書
ホ
ル
ダ
ー
を
卒
業
記
念
品
と

し
て
贈
呈
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

こ
の
３
月
に
卒
業
さ
れ
た
第

74
期
生
の
進
学
状
況
と
し
ま
し

て
は
、
東
京
学
芸
大
学
教
育
学

部
や
熊
本
大
学
理
学
部
な
ど
国

公
立
大
学
へ
38
名
が
、
西
南
学

院
大
学
な
ど
私
立
大
学
へ 

1
3
0
名
が
合
格
し
ま
し
た
。

同
窓
会
と
し
ま
し
て
も
、
コ
ロ

ナ
禍
で
人
と
人
と
の
結
び
つ
き

の
大
切
さ
を
改
め
て
考
え
さ
せ

ら
れ
る
中
で
、
卒
業
生
の
皆
さ

ん
が
「
自
律
、
忍
耐
、
友
愛
、

公
徳
」
の
校
訓
の
も
と
、
互
い

に
助
け
合
い
な
が
ら
過
ご
し
た

３
年
間
の
思
い
出
を
胸
に
、
将

動
、
進
路
実
現
な
ど
学
校
全
体

で
活
動
し
成
果
を
上
げ
て
い
ま

す
。

　

活
動
の
状
況
は
、
学
校
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
と
ブ
ロ
グ
で
見
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
時
間
が
あ

ら
れ
ま
し
た
ら
、
ク
リ
ッ
ク
し

て
く
だ
さ
い
。

　

二
〇
二
四
年
に
は
伊
集
院
高

校
は
百
周
年
を
む
か
え
ま
す
。

日
置
市
に
あ
る
伝
統
あ
る
名
門

の
進
学
校
と
し
て
、
時
代
の
変

化
を
捉
え
な
が
ら
さ
ら
に
い
い

学
び
舎
に
な
る
た
め
に
、
在
校

生
・
職
員
一
丸
と
な
っ
て
取
り

組
み
、
同
窓
会
・
地
域
の
皆
様

の
期
待
に
応
え
る
所
存
で
ご
ざ

い
ま
す
。
同
窓
会
の
皆
様
に
は
、

今
後
と
も
母
校
の
た
め
に
お
力

添
え
を
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　

最
後
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
を
乗
り
越
え
て
、
こ
れ
ま

で
よ
り
も
同
窓
会
の
活
動
が
充

実
し
、
会
員
相
互
の
連
携
・
親

睦
が
深
ま
る
こ
と
と
共
に
、
今

後
の
皆
様
方
の
益
々
の
御
発

展
、
御
健
康
、
御
活
躍
を
祈
念

申
し
上
げ
ま
し
て
、
御
挨
拶
と

致
し
ま
す
。

来
の
日
本
や
国
際
社
会
の
発
展

を
担
う
人
材
と
し
て
大
い
に
活

躍
さ
れ
る
よ
う
期
待
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
同
窓

会
活
動
の
一
層
の
充
実
を
図

り
、
会
員
相
互
の
連
携
、
交
流

を
更
に
深
め
る
と
と
も
に
、
伊

集
院
高
等
学
校
の
益
々
の
発
展

と
同
窓
会
会
員
の
皆
様
が
益
々

御
活
躍
さ
れ
る
事
を
御
祈
念
申

し
上
げ
ま
し
て
御
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。

一
．
日　

時　

6
月
18
日
（
土
）
11
時
30
分
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

受
付
開
始
11
時
～

二
．
場　

所　

中
野
サ
ン
プ
ラ
ザ

三
．
交　

通　

J
R
・
東
西
線　

中
野
駅
下
車
徒
歩
3
分

四
．
会　

費　

男
性
七
、〇
〇
〇
円
、
女
性
五
、〇
〇
〇
円

　
　
　
　
　
　

高
60
期
（
平
成
20
年
卒
）
以
降
三
、〇
〇
〇
円

　
　
　
　
　
　

同
伴
者（
二
名
で
一
〇
、〇
〇
〇
円
）、お
子
様
は
無
料
。

　
　
　
　
　
　

学
生
は
無
料
で
す
。

　
　
　
　
　
　
（
当
日
会
場
に
て
、
徴
収
い
た
し
ま
す
。）

★
本
年
度
は
、講
演
お
よ
び
郷
土
の
物
産
販
売
は
中
止
い
た
し
ま
す
。
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卒
業
年
度	

賛
助
会
員
名

旧
中
16
期	

藤
本（
川
畑
）義
人

旧
中
22
期	

森　

武
郎

高
校
1
期	

高
山
武
弘

高
校
2
期	

馬
渡
澄
雄

高
校
3
期	

酒
匂
寿
郎

高
校
4
期	

小
野
原
勝
男

	

出
口
重
遠

	

千
田
哲
生

	

藤
田
照
雄

高
校
5
期	

馬
場
一
夫

	

穂
満
弘
二

	

福
山（
竹
下
）八
重
子

高
校
6
期	

藤
嶋（
松
下
）洋
子

	

溝
口
英
文

	

仮
屋
武
二

	

松
下
兼
偉

	

海
江
田
恭
暢

高
校
7
期	

末
永
岩
夫

高
校
8
期	

田
丸
菊
夫

	

赤
崎　

等

高
校
9
期	

水
越（
上
酔
尾
）弘
子

	

新
山
清
香

高
校
10
期	

山
下
佐
明

高
校
11
期	

本
田　

寛

	

吉
永
勇
男

高
校
12
期	

伊
集
院
義
男

	

吉
村
一
宇

高
校
13
期	

新
村
昭
則

	

下
荒
磯（
永
井
）芙
美
子

	

吉
村
昭
夫

高
校
14
期	

崎
山　

猛

	

牧
元
信
幸

高
校
16
期	

山
口
武
志

	

野
間
口
光
典

高
校
17
期	

中
薗（
門
松
）幸
子

高
校
18
期	

居
相（
東
福
）祐
子

	

重
信
和
美

高
校
19
期	

東
福
清
徳

	

神
津（
内
村
）悦
子

	

金
子（
早
田
）恭
子

	

原
口
正
憲

	

岡
元
和
文

	

越
口（
出
樋
）千
代
子

	

久
保
園
秀
隆

	

假
屋
眞
澄

	

吉
永
敏
郎

	

手
塚
義
博

高
校
20
期	

関
根（
久
米
）ト
シ
子

	

西　

俊
郎

	

有
村
雅
文

	

石
井
良
二

	

鮫
島
憲
志

高
校
21
期	

東（
久
木
野
々
）み
ど
り

高
校
22
期	

大
迫（
清
藤
）由
美
子

	

椎
名（
野
元
）み
ど
り

	

上
四
元
龍
郎

高
校
23
期	

匿
名
希
望

	

満
冨
和
郎

	

早
崎（
東
）初
津
子

	

新
山
正
治

高
校
24
期	

有
村
義
広

	

久
木
留　

昇

高
校
25
期	

東
福
久
則

高
校
26
期	

正
井（
吉
海
江
）登
美
子

	

奥
村（
久
木
野
）香
代
子

高
校
27
期	

宮
下（
末
吉
）勉

	

久
保
香
一
郎

高
校
28
期	

酒
井
綱
一
郎

	

横
山
桂
子

	

馬
込（
中
野
）秀
美

	

上
酔
尾
淳
一

高
校
29
期	

犬
童
道
治

高
校
30
期	

早
﨑
睦
朗

	

大
迫
一
豊

高
校
31
期	

西
薗
成
人

	

赤
崎　

修

	

上
薗　

司

	

東
福（
谷
口
）み
ゆ
き

高
校
32
期	

谷
口
修
之

高
校
34
期	

田
代
隼
朗（
俊
朗
）

高
校
36
期	

北
浦（
国
生
）益
代

高
校
37
期	

馬
場
園
秋
博

高
校
39
期	

久
保
正
和

	

濱
崎
英
明

高
校
44
期	

中
村
敏
也

高
校
53
期	

松
野
下
和
彦

高
校
60
期	

川
口　

陽

令
和
３
年
度
も
同
窓
会
の
活
動
・
運
営
の
た
め
に
、
87
名
の
皆
様
か
ら
多
額
の
寄
付

を
戴
き
ま
し
た
。
誌
面
を
拝
借
し
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
賛
助
会
員
太
字
は
１
万
円
以
上
の
寄
付
者
、（　

）
は
旧
姓
）

今
回
、
3
名
の
同
窓
生
に
直

接
ま
た
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
取
材

を
受
け
て
頂
き
、
一
言
で
い
う

と
元
気
を
も
ら
い
ま
し
た
。
過

ご
し
た
時
代
は
違
っ
て
も
、
同

じ
校
舎
で
学
ん
だ
同
郷
の
仲
間

が
、
鹿
児
島
愛
を
持
ち
な
が
ら

都
会
で
頑
張
っ
て
い
る
様
子
が

直
接
伺
え
、
自
分
も
ま
だ
ま
だ

頑
張
ら
な
い
と
、
と
思
い
ま
し

た
。
こ
の
「
黎
明
」
は
約

1
、
1
0
0
名
の
同
窓
生
に
届

け
て
ま
す
。
ほ
と
ん
ど
が
会
っ

た
こ
と
も
な
い
知
ら
な
い
人
同

士
だ
と
思
い
ま
す
が
、
直
接
会

う
機
会
が
な
く
て
も
、
何
か
の

と
き
に
心
の
支
え
に
な
れ
る
の

が
同
窓
生
の
存
在
だ
っ
た
り
す

る
の
で
は
な
い
か
な
と
思
い
ま

す
。（
久
保
）

編
集
後
記

今
年
は
初
め
て
の
企
画
と
し
て
同
窓

生
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
い
ま
し
た
。
同

じ
徳
重
の
学
び
の
舎
か
ら
巣
立
ち
、
そ

れ
ぞ
れ
の
分
野
で
頑
張
っ
て
い
る
3
名

の
方
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

■
久
保
奈
津
美

   

（
高
51
期　

日
吉
町
出
身
）

●
10
年
ぶ
り
で
す
。
生
活
環
境
は
大
き

く
変
わ
り
ま
し
た
か
？

5
年
前
に
結
婚
し
ま
し
た
。
主
人

は
、
シ
カ
ゴ
で
働
い
て
い
た
と
き
に
知

り
合
っ
た
同
い
年
の
宮
崎
県
の
方
で
す
。

仕
事
は
、
10
数
年
前
か
ら
変
わ
ら
ず

医
療
機
器
の
専
門
商
社
で
、
現
在
は
マ

ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
し
て
い
ま
す
。

●
渡
米
し
た
き
っ
か
け
は
？

純
心
を
卒
業
し
て
、
鹿
児
島
（
志
布

志
、
徳
之
島
）
で
中
学
の
英
語
教
員
を

し
て
た
ん
で
す
。

で
も
20
才
そ
こ
ら
で
先
生
と
呼
ば
れ

る
こ
と
に
違
和
感
が
あ
っ
て
、
社
会
人

に
な
っ
て
改
め
て
勉
強
し
た
い
と
強
く

思
い
ま
し
た
。
中
学
で
ア
メ
リ
カ
に
ホ

ー
ム
ス
テ
イ
し
て
い
た
経
験
も
あ
り
、

ア
メ
リ
カ
の
大
学
に
入
り
直
し
ま
し

た
。
ア
メ
リ
カ
の
大
学
は
多
様
で
、
社

会
人
に
な
っ
て
か
ら
勉
強
し
た
い
と
戻

っ
て
き
た
人
も
多
く
、
大
学
＝
勉
強
す

る
場
所
で
、
す
べ
て
の
経
験
を
通
し
て

影
響
を
う
け
ま
し
た
。
授
業
も
3
回
休

ん
だ
ら
単
位
は
も
ら
え
な
い
で
す
し
、

宿
題
も
多
く
出
る
の
で
、皆
必
死
で
す
。

同
じ
ク
ラ
ス
で
は
、
70
歳
代
の
生
徒
も

い
て
、
授
業
中
の
意
見
交
換
の
時
に
は

と
て
も
刺
激
に
な
り
ま
し
た
。

●
生
活
は
ど
う
で
し
た
か
？

学
業
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
で
す
が
、

高
校
で
器
械
体
操
、
短
大
で
ダ
ン
ス
を

や
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
大
学
の
ダ

ン
ス
チ
ー
ム
に
入
っ
て
ま
し
た
。
日
本

人
は
私
だ
け
で
し
た
。
コ
ン
ク
ー
ル
で

発
表
す
る
「
ソ
ー
ラ
ン
節
」
は
、
振
付

を
私
が
担
当
し
、
空
手
の
動
き
を
取
り

入
れ
た
り
、「
い
た
だ
き
ま
す
」
の
所
作

を
入
れ
た
り
し
て
、
楽
し
い
踊
り
に
な

り
ま
し
た
。

（
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
：UW

RF Dance 
Theatre-Kodo-Soran

）

毎
年
1
度
、
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
す

る
の
で
す
が
、
今
年
は
ダ
ン
ス
チ
ー
ム

の
設
立
40
周
年
記
念
だ
っ
た
こ
と
も
あ

り
、
振
付
指
導
も
依
頼
さ
れ
、
初
の
試

み
で
大
学
の
後
輩
た
ち
に
日
本
か
ら
オ

ン
ラ
イ
ン
で
指
導
を
行
い
ま
し
た
。

在
学
中
に
は
ダ
ン
ス
チ
ー
ム
の
日
本

遠
征
ツ
ア
ー
を
企
画
し
、
チ
ー
ム
メ
ン

バ
ー
を
長
崎
の
平
和
記
念
公
園
に
案
内

し
た
り
、
私
の
地
元
日
吉
町
の
日
置
南

洲
窯
で
伝
統
文
化
を
体
験
し
て
も
ら
っ

た
り
、京
都
で
日
本
舞
踊
を
学
ん
だ
り
、

地
元
の
皆
さ
ん
に
お
世
話
に
な
り
な
が

ら
ダ
ン
ス
と
日
本
伝
統
を
学
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
非
常
に
楽
し
い
思
い
出

で
す
。

●
学
長
賞
を
も
ら
わ
れ
た
と
か
。
ど
ん

な
賞
な
ん
で
す
か
？

学
業
だ
け
で
は
な
く
、
取
り
組
み
、

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
、
奉
仕
活
動
に
対
し

て
、
人
に
影
響
を
与
え
た
人
に
贈
ら
れ

る
賞
で
、
毎
年
複
数
人
受
賞
し
ま
す
。

卒
業
の
年
に
受
賞
し
ま
し
た
。

●
ア
メ
リ
カ
で
は
ど
ん
な
お
仕
事
を
さ

れ
て
た
ん
で
す
か
？

J
T
B
の
シ
カ
ゴ
オ
フ
ィ
ス
で
勤
務

し
て
い
ま
し
た
。
他
に
、
野
球
の
独
立

リ
ー
グ
の
セ
ン
ト
ポ
ー
ル
・
セ
イ
ン
ツ

（
現
在
は
ミ
ネ
ソ
タ
・
ツ
イ
ン
ズ
傘
下

の
A
A
A
）
で
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン

ト
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
働
い
て
ま
し
た
。

ア
メ
リ
カ
で
は
、
球
場
で
フ
ァ
ン
参
加

型
の
イ
ベ
ン
ト
を
沢
山
や
っ
て
い
て
観

客
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。
特
に
セ

イ
ン
ツ
と
い
う
球
団
は
「
F
u
n 

I
s 

G
o
o
d
」（
楽
し
い
こ
と
は
よ
い
こ
と

だ
）
を
理
念
に
掲
げ
て
い
て
、
現
在
の

私
の
モ
ッ
ト
ー
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

セ
イ
ン
ツ
が
日
本
の
独
立
リ
ー
グ
や

欽
ち
ゃ
ん
球
団
と
の
親
善
試
合
の
た
め

に
来
日
し
た
と
き
に
は
ス
タ
ッ
フ
と
し

て
同
行
し
ま
し
た
が
、
通
訳
は
大
変
で

し
た
。
早
口
で
ま
く
し
立
て
ら
れ
て
分

か
ら
な
い
と
き
は
、「
日
本
に
来
ら
れ
て

嬉
し
い
で
す
」
と
端
的
に
（
笑
）

そ
の
時
に
セ
イ
ン
ツ
の
野
球
選
手
と

し
て
一
緒
に
来
日
し
て
い
た

B
R
I
A
N 

B
U
C
H
A
N
A
N
選

手
は
、
そ
の
来
日
が
縁
で
、
2
0
0
7

同
窓
生
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

年
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
で
プ
レ
ー
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。　

ア
メ
リ
カ
で
の
生

活
は
い
ろ
い
ろ
な
ご
縁
の
お
か
げ
で
充

実
し
て
い
た
な
と
、
感
じ
て
い
ま
す
。

●
職
場
で
も
鹿
児
島
弁
を
話
し
て
い
る

と
か
？

職
場
で
も
家
庭
で
も
ず
っ
と
鹿
児
島

弁
で
す
よ
。標
準
語
は
話
せ
ま
せ
ん（
笑
）

●
今
、
一
番
打
ち
込
ん
で
る
も
の
は
何

で
す
か
？

今
は
仕
事
で
す
ね
。
現
在
マ
ー
ケ
テ

ィ
ン
グ
チ
ー
ム
に
所
属
し
て
い
ま
す

が
、
国
内
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や
海
外

の
学
会
で
発
表
さ
れ
る
最
新
の
医
療
機

器
を
日
本
に
導
入
す
る
仕
事
で
、
海
外

の
メ
ー
カ
ー
の
探
索
、
交
渉
、
そ
し
て

国
内
導
入
か
ら
販
促
を
主
に
し
て
い
ま

す
。
今
ち
ょ
う
ど
足
掛
け
3
年
の
交
渉

が
結
実
し
、
日
本
で
の
薬
事
承
認
も
お

り
て
、
来
週
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
が
行
わ

れ
る
予
定
で
す
。（
取
材
3
日
後
に
プ
レ

ス
リ
リ
ー
ス
あ
り
）

https://prtimes.jp/main/html/rd/
p/000000003.000092661.html

今
後
も
国
内
の
医
療
現
場
の
ニ
ー
ズ

よ
り
、国
内
の
医
療
従
事
者
の
方
々
や
、

患
者
さ
ん
に
よ
い
医
療
が
提
供
で
き
る

医
療
機
器
を
探
し
て
導
入
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

●
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
も
海
外
に
よ
く
行

か
れ
ま
す
か
？

海
外
旅
行
は
大
好
き
で
す
。
日
頃
人

に
囲
ま
れ
て
生
活
し
て
い
る
か
ら
か
、

そ
の
反
動
で
？
一
人
旅
行
は
良
く
い
き

ま
す
。
若
い
時
は
バ
ッ
ク
パ
ッ
カ
ー
で

年
に
1
回
は
必
ず
一
人
旅
し
て
い
ま
し

た
。コ

ロ
ナ
前
は
海
外
で
の
医
療
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
参
加
し
て
い
ま
し
た
。
き
っ

か
け
は
、
10
代
の
頃
、
伊
集
院
の
珈
琲

喫
茶
店
“
吉
村
”
で
ア
ル
バ
イ
ト
を
し

て
い
た
と
き
、
お
客
さ
ん
と
し
て
来
ら

れ
て
い
た
、
こ
ど
も
病
院
の
創
設
者
で

あ
る
宗
像
修
三
先
生
の
お
話
を
伺
い
、

ネ
パ
ー
ル
に
同
行
さ
せ
て
も
ら
っ
た
の

が
最
初
で
す
。

コ
ロ
ナ
前
に
は
、
海
外
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
チ
ー
ム
と
一
緒
に
カ
ン
ボ
ジ
ア
に

行
く
こ
と
が
多
く
、
現
地
で
は
約
2
週

間
、
寝
袋
生
活
で
す
。
私
は
医
療
従
事

者
で
は
な
い
の
で
、
殺
虫
剤
の
機
械
を

抱
え
て
消
毒
作
業
を
行
っ
た
り
、
歯
磨

き
指
導
を
し
た
り
、
生
活
指
導
な
ど
が

担
当
で
し
た
。

●
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
で
す
ね
。
現
在
、

仕
事
以
外
に
取
り
組
ん
で
る
こ
と

は
？

さ
す
が
に
40
歳
を
超
え
て
息
切
れ
し

て
き
ま
し
た
（
笑
）　

で
す
の
で
、
今
年

は
体
力
作
り
の
た
め
に
ジ
ム
通
い
し
て

い
ま
す
。
他
は
、
2
年
前
か
ら
茶
道
を

始
め
ま
し
た
。
今
後
は
、
ソ
ロ
キ
ャ
ン

プ
を
始
め
た
い
と
思
っ
て
ま
す
。
ギ
ア

は
ど
れ
を
使
っ
た
ら
い
い
か
、
ど
こ
の

場
所
が
お
薦
め
か
、
詳
し
い
方
が
い
た

ら
教
え
て
下
さ
い
！

●
将
来
は
鹿
児
島
に
帰
り
た
い
で
す

か
？

鹿
児
島
で
起
業
す
る
の
が
夢
で
す
。

ま
だ
ア
イ
デ
ア
段
階
で
漠
然
と
し
て
ま

す
が
、
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
い
ろ
い
ろ

考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
鹿
児
島
に

は
今
す
ぐ
に
で
も
帰
り
た
い
で
す
が
、

今
の
仕
事
を
納
得
す
る
ま
で
し
て
か
ら

で
し
ょ
う
か
・
・
。

■
米
盛
紀
子

   

（
高
58
期　

伊
集
院
町
出
身
）

 ●
横
浜
市
立
大
学
を
出
ら
れ
て
ま
す

が
、
第
一
志
望
だ
っ
た
ん
で
し
ょ
う

か
？

い
え
、
第
一
志
望
は
大
阪
外
大
で
し

た
が
、
セ
ン
タ
ー
試
験
の
判
定
が
D

で
・
・
・
。
都
会
に
憧
れ
が
あ
り
、
と

に
か
く
鹿
児
島
か
ら
出
た
く
て
、
県
外

の
都
心
部
の
国
公
立
で
、
セ
ン
タ
ー
試

験
の
結
果
で
受
か
り
そ
う
な
と
こ
ろ
を

探
し
ま
し
た
。

●
大
学
生
活
は
い
か
が
で
し
た
か
？

中
学
、
高
校
と
吹
奏
楽
部
だ
っ
た
の

で
、
大
学
で
も
や
り
た
か
っ
た
ん
で
す

が
、
サ
ー
ク
ル
み
た
い
な
と
こ
ろ
し
か

な
く
、
心
機
一
転
、
ア
メ
フ
ト
部
の
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
や
っ
て
ま
し
た
。
真
面
目

に
活
動
し
て
い
る
部
活
動
だ
っ
た
の

で
、や
り
が
い
も
多
か
っ
た
の
で
す
が
、

週
４
日
練
習
で
、
合
宿
も
選
手
と
同
じ

費
用
で
参
加
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た
り
で
時
間
的
に
も
金
銭
的
に
も
厳
し

く
、
2
年
で
退
部
し
ま
し
た
。

退
部
後
は
主
に
ア
ル
バ
イ
ト
生
活
し

て
ま
し
た
ね
。
渋
谷
の
1
0
9
で
シ
ョ

ッ
プ
店
員
も
や
っ
て
ま
し
た
。

●
1
0
9
の
シ
ョ
ッ
プ
店
員
と
い
っ

た
ら
、
ギ
ャ
ル
の
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り

ま
す
が
・
・（
笑
）

そ
ん
な
感
じ
だ
っ
た
か
も
（
笑
）　

鹿
児
島
の
田
舎
か
ら
出
て
き
て
、
流
行

の
発
信
地
で
働
く
の
は
ち
ょ
っ
と
誇
ら

し
げ
で
、
や
り
が
い
が
あ
り
ま
し
た
。

●
渋
谷
お
は
ら
祭
の
日
置
地
区
連
を
従

姉
の
米
盛
久
美
子
さ
ん
と
一
緒
に
立

ち
上
げ
ら
れ
ま
し
た
ね
。
き
っ
か
け

は
何
だ
っ
た
ん
で
す
か
？

10
年
以
上
前
、
従
姉
と
観
に
行
っ
た

ら
、
と
て
も
楽
し
そ
う
で
、
来
年
は
踊

り
た
い
と
思
っ
た
の
が
き
っ
か
け
で

す
。
で
も
参
加
で
き
そ
う
な
連
が
な
く

て
、
そ
れ
な
ら
自
分
た
ち
で
作
ろ
う
と

な
り
・
・
。

●
沢
山
の
方
に
参
加
頂
け
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
ね
。

立
ち
上
げ
1
年
目
は
東
日
本
大
震
災

で
中
止
に
な
り
、
2
年
目
は
私
自
身
が

仕
事
で
岡
山
に
移
っ
た
た
め
、
3
年
目

か
ら
漸
く
参
加
で
き
ま
し
た
。
年
に
一

度
、
東
京
で
め
っ
た
に
会
わ
な
い
同
郷

の
人
達
が
集
ま
る
貴
重
な
場
で
す
ね
。

毎
年
、
鹿
児
島
の
日
置
地
区
連
も
遠
征

し
て
き
て
く
だ
さ
っ
て
ま
す
。
コ
ロ
ナ

禍
で
中
止
が
続
い
て
ま
す
が
、
ど
な
た

で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
沢
山

の
方
に
参
加
し
て
も
ら
え
た
ら
と
思
っ

て
ま
す
！

●
仕
事
は
数
年
前
に
ア
パ
レ
ル
業
界
か

ら
大
手
広
告
代
理
店
に
転
職
さ
れ
ま

し
た
が
、
全
く
違
う
畑
へ
の
転
職
に

不
安
は
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
か
？

不
安
は
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
の
先
の

自
分
の
キ
ャ
リ
ア
や
や
り
た
い
事
を
考

え
た
と
き
に
幅
広
い
知
見
や
経
験
が
必

要
だ
と
思
い
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
オ

ン
ラ
イ
ン
で
の
営
業
な
ど
は
苦
労
し
ま

す
が
、
や
り
が
い
の
あ
る
仕
事
で
す
。

結
婚
後
も
続
け
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て

ま
す
。

●
社
会
人
の
音
楽
団
に
も
入
ら
れ
て
ま

し
た
ね
。
演
奏
会
を
聴
き
に
行
き
ま

し
た
が
、
イ
ベ
ン
ト
の
M
C
も
さ

れ
て
い
て
素
晴
ら
し
か
っ
た
で
す
。

楽
団
は
土
日
の
練
習
や
合
宿
な
ど
が

あ
り
、
仕
事
や
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
と
の
両

立
が
難
し
く
て
退
団
し
ま
し
た
が
、
今

後
も
音
楽
に
は
何
ら
か
の
形
で
関
わ
っ

て
い
け
た
ら
と
思
っ
て
ま
す
。

●
東
京
で
は
言
葉
の
面
で
も
苦
労
さ
れ

た
の
で
は
？
帰
り
た
く
な
っ
た
こ
と

は
な
い
で
す
か
？

帰
り
た
く
な
っ
た
こ
と
は
な
い
で
す

ね
。
最
初
父
と
上
京
し
た
と
き
、
鹿
児

島
弁
で
大
声
で
話
し
て
た
ら
周
り
か
ら

注
目
を
浴
び
て
…
以
来
ず
っ
と
標
準
語

で
す
（
笑
）
今
は
鹿
児
島
弁
で
話
す
と

き
の
ほ
う
が
意
識
し
ま
す
ね
。

で
も
今
思
う
と
鹿
児
島
弁
を
使
い
続

け
て
い
た
ら
個
性
が
出
せ
て
よ
か
っ
た

な
と
。

●
将
来
は
鹿
児
島
に
帰
り
た
い
で
す

か
？

東
京
の
生
活
の
方
が
長
く
な
っ
て
き

た
の
で
帰
り
た
い
と
は
思
わ
な
い
で
す

が
、
何
か
鹿
児
島
に
貢
献
で
き
る
仕
事

に
携
わ
れ
た
ら
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

■
松
野
下
和
彦

   

（
高
53
期　

枕
崎
市
出
身
）

●
柔
道
で
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
出
ら
れ
て

ま
す
よ
ね
？
当
時
の
柔
道
部
は
強
か

っ
た
で
す
か
？

団
体
戦
で
も
県
内
で
は
常
に
ベ
ス
ト

8
に
入
る
く
ら
い
活
気
は
あ
っ
た
と
思

い
ま
す
。
運
も
あ
っ
て
個
人
戦
の

6
0
k
g
級
で
出
場
で
き
ま
し
た
。
当

時
、
伊
高
は
柔
道
界
で
は
有
名
な
田
辺

先
生
が
顧
問
を
さ
れ
て
お
り
、
実
は
田

辺
先
生
に
師
事
し
た
く
て
枕
崎
か
ら
越

境
入
学
し
た
ん
で
す
。
3
年
生
の
時
に

は
安
楽
先
生
に
も
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
。

●
高
校
時
代
は
下
宿
生
活
で
す
か
？
ど

ん
な
生
活
で
し
た
か
？

同
校
柔
道
部
の
O
B
宅
で
下
宿
さ

せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
息
子
さ
ん
も
伊

高
の
同
学
年
で
共
に
柔
道
部
に
在
籍
し

て
い
て
楽
し
い
下
宿
生
活
で
し
た
。
推

薦
枠
で
入
っ
た
の
で
進
学
校
の
勉
強
に

つ
い
て
い
く
の
が
大
変
で
、
あ
と
枕
崎

と
伊
集
院
で
は
方
言
や
イ
ン
ト
ネ
ー
シ

ョ
ン
が
違
う
の
も
最
初
は
違
和
感
が
あ

っ
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

●
大
学
で
も
柔
道
を
？

い
え
、
大
学
は
福
岡
だ
っ
た
の
で
す

が
、
社
会
勉
強
と
生
活
の
た
め
に
ア
ル

バ
イ
ト
中
心
で
す
。
中
洲
で
お
酒
の
配

達
の
仕
事
を
ず
っ
と
し
て
ま
し
た
。

●
今
の
仕
事
に
繋
が
っ
て
る
ん
で
す

ね
？

大
学
卒
業
後
、
上
京
し
て
遊
技
場
に

関
連
商
品
を
卸
す
総
合
卸
の
会
社
に
就

職
し
た
の
で
す
が
、
2
年
程
し
て
転
職

す
る
際
、
鹿
児
島
に
縁
の
あ
る
小
正
醸

造
㈱
を
受
け
た
と
こ
ろ
、
面
接
時
に
東

京
支
店
長
の
上
酔
尾
さ
ん
（
現
在
、
同

社
常
務
取
締
役
）
が
高
校
の
先
輩
だ
と

知
っ
て
驚
き
ま
し
た
。

●
業
種
的
に
も
コ
ロ
ナ
の
影
響
が
大
き

い
で
す
よ
ね
。
お
仕
事
大
変
で
は
？

そ
う
で
す
ね
、
私
は
主
に
卸
問
屋
、

小
売
店
、
飲
食
店
へ
の
営
業
を
や
っ
て

ま
す
が
、
酒
類
業
界
に
関
し
て
も
コ
ロ

ナ
の
影
響
も
あ
り
市
場
や
環
境
も
大
き

く
変
化
し
て
い
ま
す
。
現
状
を
踏
ま
え

て
、
会
社
と
し
て
は
ニ
ー
ズ
を
捉
え
た

商
品
開
発
を
、
営
業
と
し
て
は
手
法
や

提
案
先
を
工
夫
す
る
な
ど
意
識
し
て
活

動
し
て
い
ま
す
。

●
仕
事
以
外
で
今
、
何
か
な
さ
っ
て
ま

す
か
？

子
供
が
小
さ
い
の
で
（
今
年
小
１
と

2
才
に
な
る
息
子
2
人
）、
仕
事
以
外
は

専
ら
育
児
や
家
庭
に
時
間
を
充
て
て
ま

す
。
コ
ロ
ナ
で
保
育
園
が
休
園
に
な
っ

た
り
す
る
の
で
、
夫
婦
で
仕
事
の
や
り

繰
り
も
大
変
で
す
ね
。

●
将
来
は
鹿
児
島
に
帰
り
た
い
で
す

か
？

転
勤
を
命
じ
ら
れ
れ
ば
従
わ
ざ
る
を

得
ま
せ
ん
が
、
家
族
も
い
ま
す
し
、
東

京
で
幸
せ
な
家
庭
を
築
く
の
が
現
時
点

の
私
の
将
来
の
展
望
で
す
。
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